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まとめと課題 
   

 

Ⅰ 背景・目的 

 1956年に初めての「幼稚園教育要領」が文部省から発行され、2017年には５度目の改訂がなさ

れて新たな幼稚園教育要領が告示された。「保育所保育指針」は1947年に「児童福祉法」が制定

されたものが基となり、1965年「保育所保育指針」として制定されたものである。その後４度改

訂がなされ、2017年に「幼稚園教育要領」と同じく告示された。これらは保育士が幼稚園、保育

所及び認定こども園にて子どもとの適切な関わり、教育、その他の設備など必要である事柄が記

載されており、保育に携わるものにとって参考とすべきものである。 

 2001年に保育士資格が法定化され、保育士の役割について、それまでの保育士の保育に従事す

る者という大まかなものであったが、2001年の保育士資格の法定化により保育士は「保育士の名

称を用いて、専門的知識及び技術を持って、児童の保育及び児童の保護者に対する保育に関する

指導を行う」（法18条の４）とし、かつ「保育士でない者は、保育士又はこれに紛らわしい名称

を使用してはならない」（法18条の23）と規定された。このことから保育士資格を持つ保育に対

して専門家であるということである。 

 これらのことから本論文では、これまでの幼稚園教育要領（以下、幼稚園教育要領（旧））と
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2018年から施行される幼稚園教育要領（以下、幼稚園教育要領（新））とこれまでの保育所保育

指針（以下、保育所保育指針（新））と2018年から施行される保育所保育指針（以下、保育所保

育指針（新））の改定された内容についての比較を行う。 

 さらに、保育士、幼稚園教諭養成校の学生に領域の「健康」についてどのような認識及び理解

があるかを明らかとするため、アンケートを行う。 

 今回は領域のみを取り上げて比較することとするため、保育所保育指針の養護に関するねらい

やその他の記載部分は取り上げないこととした。 

 さらに領域の比較の際、ねらいと内容のみを取り上げ、内容の取扱いについては割愛すること

とした。 

 

Ⅱ 新・旧比較検討 

Ⅱ-1 幼稚園教育要領の比較 

 新たな幼稚園教育要領では定められた５つの目標の達成ができるよう、知力・道徳・体育、個

人の力・自主自律の精神・勤労の態度など、道徳性や社会への参画の態度、生命・自然・環境保

全に寄与する態度、伝統と文化と他国の尊重や平和などに寄与する態度等を養うことが必要とさ

れている。以下が幼稚園教育要領のねらいに関する新・旧の比較である。 

 

表１ 幼稚園教育要領 新・旧比較 

幼稚園教育要領（新) 幼稚園教育要領（旧) 

この章に示すねらいは、幼稚園教育において育み

たい資質・能力を幼児の生活する姿から捉えたも

のであり、内容は、ねらいを達成するために指導

する事項である。各領域は、これらを幼児の発達

の側面から、心身の健康に関する領域「健康」、

人との関わりに関する領域「人間関係」、身近な

環境との関わりに関する領域「環境」、言葉の獲

得に関する領域「言葉」及び感性と表現に関する

領域「表現」としてまとめ、示したものである。

内容の取扱いは、幼児の発達を踏まえた指導を行

うに当たって留意すべき事項である。各領域に示

すねらいは、幼稚園における生活の全体を通じ、

幼児が様々な体験を積み重ねる中で相互に関連を

もちながら次第に達成に向かうものであること、

内容は、幼児が環境に関わって展開する具体的な

活動を通して総合的に指導されるものであること

に留意しなければならない。また、「幼児期の終

わりまでに育ってほしい姿」が、ねらい及び内容

に基づく活動全体を通して資質・能力が育まれて

いる幼児の幼稚園修了時の具体的な姿であること

この章に示すねらいは、幼稚園修了までに育つこ

とが期待される生きる力の基礎となる心情、意

欲、態度などであり、内容は、ねらいを達成する

ために指導する事項である。これらを幼児の発達

の側面から、心身の健康に関する領域「健康」、

人とのかかわりに関する領域「人間関係」、身近

な環境とのかかわりに関する領域「環境」、言葉

の獲得に関する領域「言葉」及び感性と表現に関

する領域「表現」としてまとめ、示したものであ

る。各領域に示すねらいは、幼稚園における生活

の全体を通じ、幼児が様々な体験を積み重ねる中

で相互に関連をもちながら次第に達成に向かうも

のであること、内容は、幼児が環境にかかわって

展開する具体的な活動を通して総合的に指導され

るものであることに留意しなければならない。な

お、特に必要な場合には、各領域に示すねらいの

趣旨に基づいて適切な、具体的な内容を工夫し、

それを加えても差し支えないが、その場合には、

それが第１章の第１に示す幼稚園教育の基本を逸

脱しないよう慎重に配慮する必要がある。 
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を踏まえ、指導を行う際に考慮するものとする。

なお、特に必要な場合には、各領域に示すねらい

の趣旨に基づいて適切な、具体的な内容を工夫

し、それを加えても差し支えないが、その場合に

は、それが第１章の第１に示す幼稚園教育の基本

を逸脱しないよう慎重に配慮する必要がある。 

＜出典＞無藤隆・汐見稔幸・砂上史子，ここがポイント！３ 法令ガイドブック，p66 
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 基本事項について幼稚園教育要領（旧）では、幼稚園の時期に小学校入学段階までに身につけ

ておきたい事柄について記載されていたが、新幼稚園教育要領では幼稚園児である時期の子ども

の姿や能力を想像し、理解しておくことを必要とし、それらを踏まえ幼児ができることを留意し

ながら、能力を引き出し伸ばしていくことが必要であるという記載に変わっていることがわかる。 

 領域については「健康」ではねらい③で見通しを持って行動することや食に対して興味や関心

を持つといった事柄が追加された。さらに安全についての記載が幼稚園教育要領（旧）では「２ 

特に留意する事項」として別で記載がされていたが、内容の取扱いに含まれるものとなった。

「人間関係」ではねらいの（２）では「工夫したり、協力したりして一緒に活動できる楽しさを味

わい」という文面が追加され、これまでの内容よりさらに発展したねらいが記載されている。

「環境」ではねらい（６）「日常生活の中で、我が国や地域社会における様々な文化や伝統に親し

む」というねらいが追加され、ねらいの（８）も「自分なりに比べたり、関連付けたりしながら」

という文章が追加され詳細になった。「言葉」ではねらい③に「言葉に対する感覚を豊かにし」

という文章が追加された。「表現」については内容の（１）の「色、形」が「形、色」の順番に変

更された程度であり、記載されている内容に関しては変わらなかった。 

 

Ⅱ-2 保育所保育指針の比較 

 保育所保育指針（新）ではこれまでに見られなかった年齢ごとに分類された「子どもの発達」

について提示している。年齢及び月齢で見られる子どもの姿や発達が記載されているものであっ

た。そのため、本論文の比較でも、保育所保育指針（新）と同様に満１歳以上３歳未満（以下、

未満児）及び３歳以上児（以下、以上児）を分けて比較検討することとする。なお、乳児保育に

関しては、今回の目的である領域の内容の比較に対して内容が乳幼児期独自の記載であることか

ら、取り上げないこととした。以下が保育所保育指針の新・旧比較である。 

 

表３ 保育所保育所指針ねらいの新・旧比較（未満児) 

保育所保育指針（新）１歳以上３歳未満 保育所保育指針（旧）１歳以上３歳未満 

(1) 基本的事項 

ア この時期においては、歩き始めから、歩く、

走る、跳ぶなどへと、基本的な運動機能が次第に

発達し、排泄の自立のための身体的機能も整うよ

うになる。つまむ、めくるなどの指先の機能も発

達し、食事、衣類の着脱なども、保育士等の援助

の下で自分で行うようになる｡発声も明瞭になり､

語彙も増加し、自分の意思や欲求を言葉で表出で

きるようになる。このように自分でできることが

増えてくる時期であることから、保育士等は、子

どもの生活の安定を図りながら、自分でしようと

する気持ちを尊重し、温かく見守るとともに、愛

情豊かに、応答的に関わることが必要である。 
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イ 本項においては、この時期の発達の特徴を踏

まえ、保育の「ねらい」及び「内容」について、

心身の健康に関する領域「健康」、人との関わり

に関する領域「人間関係」、身近な環境との関わ

りに関する領域「環境」、言語の獲得に関する領

域「言葉」、及び感性と表現に関する領域「表現｣

としてまとめ、示している。 

ウ 本校の各領域において示す保育の内容は、第

１章の２に示された養護における「生命の保持」

及び「情緒の安定」に関わる保育の内容と、一体

となって展開されるものであることに留意が必要

である。 

＜出典＞無藤隆・汐見稔幸・砂上史子，ここがポイント！３ 法令ガイドブック，p154-155 
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 保育所保育指針（新）ではこれまでとは大きく異なり、幼児教育に対しての提言が大きく組み

込まれることとなった。これは乳幼児・未満児・以上児全ての年代に対して大きく変化が見られ

た結果であった。さらにこれまでに見られなかった年齢ごとに分類された「子どもの発達」につ

いて提示している。年齢及び月齢で見られる子どもの姿や発達が記載されているものであった。 

 これまでの保育所保育指針（旧）では３歳以下の子どもに対しての提言は細かく提言されてい

なかったが、保育所保育指針（新）からは詳細が組み込まれることとなったことが大きく変化し

ていることである。保育所保育指針（旧）では数項目しか記載されていなかった基本的事項及び

ねらい及び内容が大幅に組み込まれ確立された。基本事項では身体機能が向上しつつある中で、

指先の機能や言語の獲得といった詳細な部分に対しての能力の獲得も視野に入れることが文面に

記載されている。加えて、領域についての記載は保育所保育指針（旧）では「健康」の部分のみ

記載がされており、その他の領域に関しては配慮事項の記載のみであったが、保育所保育指針で

は各領域ごとに内容が記載されることとなった。 

 

表５ 保育所保育指針 新・旧比較（以上児) 

保育所保育指針（新）３歳以上 保育所保育指針（旧）３歳以上 

(1) 基本的事項 

ア この時期においては、運動機能の発達によ

り、基本的な動作が一通りできるようになるとと

もに、基本的な生活習慣もほぼ自立できるように

なる。理解する語彙数が急激に増加し、知的興味

や関心も高まってくる。仲間と遊び、仲間の中の

一人という自覚が生じ、集団的な遊びや共同的な

活動も見られるようになる。これらの発達の特徴

を踏まえて、この時期の保育においては、個の成

長と集団としての活動の充実が図られるようにし

なければならない。 

イ 本項においては、この時期の発達の特徴を踏

まえ、保育の「ねらい」及び「内容」について、

心身の健康に関する領域「健康」、人との関わり

に関する領域「人間関係」、身近な環境との関わ

りに関する領域「環境」、言語の獲得に関する領

域「言葉」及び感性と表現に関する領域「表現」

としてまとめ、示している。 

ウ 本項の各領域において示す保育の内容は、第

１章の２に示された用語における「生命の保持」

及び「情緒の安定」に関わる保育の内容と、一体

となって展開されるものであることに留意が必要

である。 

 

＜出典＞無藤隆・汐見稔幸・砂上史子，ここがポイント！３ 法令ガイドブック，p159-160 
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 以上児でも保育所保育指針（旧）では基本的事項は記載されていなかったが、保育所保育指針

（新）では基本的事項が提言されている。以上児では基本動作等の確立が行われたことを前提に

自立や他への興味関心及び集団に対しての提言が記載されている。 

 領域についてはねらい、内容双方で追加された記載が見られた。「健康」ではねらい③に「見

通しを持って行動する」という文が追加され、内容では⑤の項目及び⑩に「危険な遊び方」が追

加された。「人間関係」では狙いの②に「工夫したり、協力したりして一緒に活動する楽しさを

味わい」という文面が足され、内容に関しても④、⑧、⑩がさらに詳しい文面になった。「環

境」ではねらいに関して変更は見られなかったが、内容では①、⑥、⑪及び⑫の項目が新たに加

わり、⑤及び⑧ではさらに詳しい文面となった。「言葉」ではねらいの③で「言葉に対する感覚

を豊かにし」という文が追加され、内容では②の項目が追加された。「表現」ではねらいでは内

容については大きな変更は見られなかった。すべての領域での記載に共通する事柄である漢字で

記載されていたのものが平仮名へ変更された程度であった。内容では②の「美しいものや心を動

かす」という詳細な記載が追加された。 

 

Ⅲ 領域「健康」に対する学生の認識 

 幼稚園教育要領（新）で定められているねらいでは、領域の取扱いに対して「幼児の発達を踏

まえた指導を行うに当たって留意すべき事項である」と付け加えられている。さらに幼稚園生活

を通して幼稚園の終了時に、領域である力が備わるよう指導が必要であることを述べている。 

 これらのことから、保育士及び幼稚園教諭は領域における資質・能力を引き出すことのできる

関わりや狙いを設定することは必要不可欠であり、理解しておくべきことである。 

 本論文ではまず領域の「健康」について保育養成校の学生にファシリテーションを行った。 

 

対象：ファシリテーションを行った対象は保育養成校に通う学生39名 

 この結果は論文のみで使用し、それ以外に活用することはないこと、名前や学籍番号は記入せ

ず匿名にて行うことを口頭で伝えた。 

 今回行ったファシリテーションの詳細は以下の通りである。 

①ファシリテーションとはどういったものかを説明 

②グループを設定（５人前後のグループ）し、その中でファシリテーターと書記を決定 

③質問は２種類であり、用紙を各グループへ配布し、話し合いは１回５分で２回実施 

 質問１「保育所保育指針及び幼稚園教育要領に定められている「健康」とはどういった事柄だ

と思いますか？あなたのイメージや意見を教えてください」 

 質問２「保育士として「健康」に対して行うべきことはどのようなことがあると考えますか？

皆さんの考えを教えてください」 

 （配布したプリントは片面が、提示した質問に対してグループでの話し合いで出た意見や内容

について各グループ自由に記入できるページとし、裏面にはその質問のまとめを３つ記入でき
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るプリントである。） 

④話し合いの後、グループごとで出たまとめを発表 

⑤質問２を開始する前に ｢新保育所保育指針｣ と ｢新幼稚園教育要領｣ に記載されている ｢健康｣ 

についてのプリントを配布（質問２では自分の意見ではなく、保育士としての考えを話し合っ

てもらうため、保育所保育指針及び幼稚園教育要領の内容のプリントを参考プリントとした） 

⑥質問２を再度グループで話し合いを実施。 

⑦質問２のまとめを発表 

⑧プリントを回収紙。終了 

 

 １つ目の質問では「保育所保育指針及び幼稚園教育要領に定められている「健康」とはどうい

った事柄だと思いますか？あなたのイメージや意見を教えてください」という質問であった。 

 自由に意見を出し合った結果、キーワードとして、図１の分類に分けられた。 

 

 

 

 

 

図１ 質問１の自由回答の分類分け 

 

 それぞれの分類に関する意見の例を以下の表７に記載する。 

 

表７ 質問１（自由記述）の回答意見 

 

 

 

 

 

 

 

 食・栄養に関する意見の「納豆・卵・ヨーグルト」や体・体力作りに関する意見の「エスカレ

ーターではなく階段」など、話し合いの場で保育養成校の学生は自身が行う健康に対して行って

いることなどを記載しているグループもあった。主に食・栄養についてや体・体力作りなどとい

った体の形成に対しての話し合いが多く見られた中で、一部のグループでは精神面も健康である

ことに関連しているのではないかという話し合いも見られた。 
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 質問１のまとめの結果は図２である。 

   

 

 

 

図２ 質問１のまとめの分類分け 

   

 食・栄養に関する意見と身体・体力作りに関する意見、睡眠に関する意見が多かった。反面、

自由記述では幾つか意見が見られたものの、衛生面に関する意見は１つのみであり、排泄に関す

る意見は０であった。 

 このことから、保育養成校の学生は「健康」と聞いてまずイメージする事柄は、「食・栄養」

「体・体力作り」「睡眠」の３分類であることがわかる結果であった。 

 

 ２つ目の質問は「保育士として、「健康」に対して行うべきことはどのようなことがあると考

えますか？皆さんの考えを教えてください」という質問である。 

 先の質問１と同様に、自由に意見を出し合った質問紙をまとめた結果、図３の分類となった。 
   
 

 

 

 

 

 

図３ 質問２の自由回答の分類分け 

   

 質問２では質問１で見られた分類以外に「保育士として行うことに関する意見」が分類に加わ

った。話し合いでは、子どもにどうしたら理解してもらえるようになるかといった話し合いのグ

ループも見られた。 

 質問２のまとめの結果は図４である。 

   

 

 

 

 

 

 

図４ 質問２のまとめの分類分け 
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 質問２の結果では、保育士として行うことに関する意見が14で最も多い結果となった。次いで

食・栄養に関する意見と体・体力作りに関する意見、睡眠に関する意見などが多かった。分類は

質問１の結果と同じ傾向が見られたが、質問１と異なる部分は「保育士として行うことに関する

意見」が質問２では新たに加わった。衛生面については質問１と比べ、６と少し意見数が増加し

た。排泄、精神面に関しての意見は１であり、質問１と同様に排泄についての記述は少ない結果

となった。 

 

 それぞれの分類に関する意見の例を以下の表８に記載する。 

 

表８ 質問２（自由記述）の回答意見 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅳ 考察 

Ⅳ-1 幼稚園教育要領及び保育所保育指針の比較の考察 

 幼稚園教育要領（新）や保育所保育指針（新）は小学校入学前における資質・能力の獲得の重

要性が強く記載される文面となったと読み取れるものであった。発達の段階や幼稚園終了時まで

に獲得できることを視野に入れることへの文面が示唆され、重要性が伺えるものである。そのこ

とに伴い、領域でも詳細な文面が追加されたものとなったと考えられる。 

 保育所保育指針（未満児）についての考察は、基本事項では身体機能が向上しつつある中で、

指先の機能や言語の獲得といった詳細な部分に対しての能力の獲得も視野に入れることが文面に

記載されている。この詳細な記載は、未満児に対してのねらいが分かりやすいものとなり、様々

な能力や機能の獲得へと繋がるべきものであるだろう。さらに未満児における領域の明確化は保

育及び教育を行うべき者の立場から考えても、わかりやすく明確となったことであろう。 
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 保育所保育指針（以上児）の考察は、基本的事項で記載されていた、他への興味関心や自然な

どに対してより深く関わり理解することを引き延ばす事柄が多く追加されており、以上児での教

育では子ども自身の感性や他への重要性を説いたものとなっていると考えられる。 

 

Ⅳ-2 領域「健康」の学生の認識についての考察 

 学生は健康に対して、食事や栄養面、体や体力を作ること、睡眠しっかり取ることが重要であ

るという考えが主であると考えており、これらは回答した学生自身が自身が健康であるためにと

考えた結果から直結しているものであった。質問２の質問では「保育者として」という言葉が追

加されたことにより、絵本や言葉掛けを使って保育者として子どもにどのようなことで方法で伝

えることが必要であるかを意識した結果となり、学生は領域としての「健康」に対して意識が深

まったのではないだろうか。しかし、今回の結果では領域に記載されている心身面や見通しに対

しての回答は少なかったことから、領域の「健康」としての認識はまだ足りないものであると考

えられる。 

 

まとめと課題 

 本論文では、幼稚園教育要領の新・旧及び保育所保育指針の新・旧の比較と領域の「健康」に

ついての認識について研究を行ったが、新・旧の比較内容では領域のねらいと内容だけではなく、

他の文面も大きく改訂されているため、他の文面の理解も必要である。さらに領域の「健康」の

調査に関しても、今回の調査では「健康」に対しての認識が幼稚園教育要領や保育所保育指針に

記載されている内容とは異なり大まかな認識であり、まだまだ足りないものであったことから、

保育士及び幼稚園教諭養成校の学生が領域に対してどの程度領域としての理解と認識をしている

のかを明らかとするために、さらに細かなアンケート調査や領域の内容を組み込んだ質問の方法

などを行い調査をすることが必要である。さらに今回の調査から学生の領域に対しての理解や認

識が足りないと考えられ「健康」以外の領域の調査も行う必要性がある。 

 

引用・参考文献 

無藤隆・汐見稔幸・砂上史子「ここがポイント！３ 法令ガイドブック」，フレーベル館，2017, p66-72, 

p154-167. 

民集言・西村重稀・清水益治，「幼稚園教育要領・保育所保育指針・幼保連携型認定こども園教育・保

育要領の成立と変遷」，萌文書林，2017, p9-32 

飯田聡彦「保育所保育指針＜平成29年告示＞」，フレーベル館，厚生労働省告示第117号，2017 

飯田聡彦「幼稚園教育要領＜平成29年告示＞」，フレーベル館，文部科学省告示第62号，2017 

 

受理日 平成29年10月 2 日 

 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000500044004600206587686353ef901a8fc7684c976262535370673a548c002000700072006f006f00660065007200208fdb884c9ad88d2891cf62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef653ef5728684c9762537088686a5f548c002000700072006f006f00660065007200204e0a73725f979ad854c18cea7684521753706548679c300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b370c2a4d06cd0d10020d504b9b0d1300020bc0f0020ad50c815ae30c5d0c11c0020ace0d488c9c8b85c0020c778c1c4d560002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken voor kwaliteitsafdrukken op desktopprinters en proofers. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents for quality printing on desktop printers and proofers.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /NA
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure true
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [1200 1200]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


